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第７回 木津川出張所管内河川レンジャー運営会議 

議事要旨 

 

開催日時 ： 平成 21 年 2 月 2 日（月） 14:00～15:30 

場  所 ： 京田辺市商工会館ＣＩＫビル １Ｆ１０１号室 

参加人数 ： 委員 13 名、事務局 4 名、傍聴 2 名 

 

１．報告事項 

○ 河川レンジャー検討・運営組織の改組について 

○ 講座の仕組み・次年度カリキュラム（案） 

○ 淀川管内河川レンジャー（試行）運営要領の改正 

  ○ 平成 21 年度 河川レンジャー年間活動 

 

２．確認事項 

  ○次期河川レンジャーの再任の妥当性の確認を行い、二期目を迎えられる山村レンジャ

の妥当性が確認された。 

  

３．選出・決定事項 

○河川レンジャー代表者会議の管内代表河川レンジャーの選出を行い山村河川レンジ 

ャーが選出された。 

○平成 21 年度 河川レンジャー年間活動計画が委員の確認を経て決定された。 

○平成 21 年度 新規河川レンジャー展開計画（案）が委員の検討を経て決定された。 

 

4．運営会議の概要 

①「第７回 木津川出張所管内河川レンジャー運営会議」について 

事務局より委員の紹介及び会議の有効性について報告された。続いて配布資  
料の確認が行われた。 

② 河川レンジャー検討・運営組織の改組及運営要領の改正等について 

   光田代表より議事次第に従い進められ、第一番目に報告として事務局から「資料

－1 河川レンジャー検討・運営組織の改組について」を用いて、第１０回 淀川管内
河川レンジャー検討懇談会で了承が得られた内容について説明がなされた。 
また、補足説明として、河川レンジャー講座について「補足資料 講座の仕組み・

次年度カリキュラム（案）」にもとづき、これまでの講座よりより受講しやすい仕組

みとして２年度に渡り受講が可能となり、２回のチャンスが与えられ再チャレンジし

やすい仕組みの変更が決定された説明がなされた。 
引き続き「資料－2 淀川管内河川レンジャー（試行）運営要領の改正について」

を用いて、改組に伴う運営要領の見なおしの内容について主要な改正点について説明

があった。 
   その後、光田代表より上記報告について委員からの意見を求められた。 
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③平成 20 年度 河川レンジャー年間活動報告 
光田代表の進行のもと、第６回運営会議（Ｈ２０年１０月）で平成２０年度の活動報

告を４月より９月までの報告は、前回して頂いているため、今回は平成２０年１０月よ

り平成２１年１月までの活動報告をお願いしたいとの前置きをなされた。 

山村レンジャーから「資料－3 平成２０年度 河川レンジャー年間活動報告」を用

いて、前回の運営会議以降に実施された活動の報告が行われた。その後、委員により意

見交換が行われた。 

 主な意見については「3．主な意見」を参照。 

④河川レンジャーの再任の妥当性の確認 

  光田代表より、平成２１年度３月に任期が来る河川レンジャーが引き続き、次年度以

降河川レンジャーとして継続の意志があった場合事前に事務局への継続の意志の表明

を行うことと運営要領に規定している。 

  これを受けて運営要領１８条第２項から４項にかけて再任の妥当性の確認を行うこと

とされているとの説明があった。 

永山代表より、事務局に対して、次年度以降の活動の意志の確認について報告するよ

う促された。 

 事務局は、山村レンジャーからの継続の意思の確認ができたことを報告した。 

また、福井・田中両レンジャーについては、２１年度は試行期間であることを確認さ

れた。 

これにより、光田代表は、上記各レンジャーの継続の意思確認ができたとの事務局の

報告によりこの場で再任の確認を行いたい旨の発議をなされ、全員が了承した。 

 

⑤河川レンジャー代表者会議に送る管内河川レンジャー代表者の選任について 

  光田代表は、この度の、改組に伴い新規に発足する河川レンジャー代表者会議のメン

バーとして管内の代表河川レンジャーを選任するよう規定されたと説明をなされた。 

また、これまでの検討懇談会などの上部機関への地域の河川レンジャーの意見が届き

にくい等の理由からこの度の改正に伴い、管内の河川レンジャー代表者を選任 

 し、代表者会議に送るものであるとの趣旨説明がなされた。 

  光田代表は、この規約に基づき、管内の河川レンジャーの選任について、代表者推薦

といった形で山村河川レンジャーを推薦された。 

  その理由として、河川レンジャー経験が長く活動内容から判断して最も適切と判断さ

された。 

  その後、委員各位より意見をお聞きになり、委員からは異議なしの声が上がり、木津

川管内河川レンジャー代表者として、山村河川レンジャーが選任された。 

  

⑥平成 21 年度 河川レンジャー年間活動計画の報告・確認・決定 

光田代表の進行のもと、３名の河川レンジャー（山村レンジャー・福井レンジャ

ー及び田中レンジャー）から「資料－4 平成 2１年度 河川レンジャー年間活動計画

（案）」を用いて、平成 2１年度の活動計画（案）が説明された。その後、委員による確

認を経て活動計画として決定された。 
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 主な意見については「3．主な意見」を参照。 

 
⑦平成 21 年度 新規河川レンジャー展開計画（案）の検討・決定 

光田代表の進行のもと、事務局から「資料－5 平成 20 年度 新規河川レンジャー展

開計画（素案）」を用いて、平成 2１年度に増員する河川レンジャーの展開計画（素案）

が説明された。その後、委員による検討を経て展開計画（案）として決定された。 

 

⑧今後のスケジュールについて 

事務局より、「資料－6 今後のスケジュール（案）」を用いて、河川レンジャーに係

わる平成 20 年度から平成 21 年度にかけての年間スケジュールの予定が説明された。 

 
３．主な意見 

（１）河川レンジャー検討・運営組織の改組及運営要領の改正等に対する意見 

○先ほどの事務局の説明を要約すると 
①レンジャーがレンジャーを育てる 
②自主的な運営を進めるための方針転換 
③養成講座での２年間の受講のチャンスを広げる 
④河川レンジャー活動における数値目標の設定 
⑤２期５年の河川レンジャーの任期の規定 

等のことであったように思いますが何かご意見はないでしょうか（光田代表） 
○レンジャーの活動内容について活動が不十分では切られても仕方がない。川のネット

ワークを作っていき、住民の参加も行っていくことが必要かと思いますが、数値目標

については柔軟に対応してほしい。また、自治体行政の皆さんにもご協力をお願いし

たい。（福井レンジャー） 
○河川レンジャーはイベント役としているように感じますが、現段階ではやむを得ない

ものと思いますが、果たして数値目標迄必要かどうか疑問です（山村レンジャー） 
○活動は行政との連携が必要であり、決してイベントだけで終わるものではない。  

（光田代表） 
 

（２）平成 20 年度 河川レンジャー年間活動報告に対する意見等 

     山村河川レンジャーの活動報告に対しては、特に意見はなかった。 

 

（３）平成 21 年度 河川レンジャー年間活動計画（案）に対する意見等 

○山村レンジャー 
・来年度の活動は、今年度と同様の活動となる。 
・各自治体単位で１回は活動を行いたい。 
・貴重植生が群落している所をモニタリングしていきたい。 
・防災施設の見学会を実施したい。（防災研・三栖閘門他） 

○福井レンジャー 
・川の魚を中心とした調査を行いたい。 
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・川の学校を３回程度行いたい。 
・木津川のなり立ちを木津川と背後の山との関わりを特に流出土砂による天井川の

形成を探るような自然観察会を行いたい。 
   ・上狛川のジャンボタニシについての駆除作戦を行いたい。 
   ・出前講座や防災活動を行っていきたい。 
  
  ⇒玉川の魚調査は具体的な計画があるのか（井手町） 
  ⇒３回程度予定している（福井レンジャー） 
  ⇒協力していきたい（井手町） 
 

○田中レンジャー 
   ・子供と親を含めた木津川の環境を体験してもらうことを中心テーマとして行いた

い。 
   ・川の生物のモニタリングを行いたい。水質、ゴミの問題を含めたモニタリング 
    を行い、其の結果を地域住民の環境美化意識の高揚につなげたい。 
 
（４）各レンジャーの活動計画を含めた意見 

・田中レンジャーの活動の中で川の生物と関連づけられる要素として、例えば野鳥

と魚の生態関連など、個々のレンジャーの得意分野の活動との連携を図り意見を

聞いて行かれればより明確な答えが出るのではないか。（松岡センターレンジャ

ー） 
・川の利用保全委員会（グランド利用等）が施設を利用していることに環境負荷を

与えていると考えられるが、それらの利用者に対する考え方を説明してほしい。  

（山村レンジャー） 
・ 運動公園については考えて行ってほしい。（光田代表） 
・ 特定外来生物（ニュートリア等）に対し、国交省は消極的であるのでこれらの

駆除活動について活動の一部を取り上げてほしい。（光田代表） 
・ ブラックバス、ブルーギルについては駆除活動を行いたいと考えているが力量

的に不足していると思うので今回（Ｈ２１年度）は計画していない。    

（福井レンジャー） 
・ 御堂池については、年齢分けでブラックバスなどの調査を行っているので必要

があれば紹介する。（光田代表） 
・ ヌートリアについては小さな支流まで進入してきているので早急に対応が必要

である。（光田代表） 
・ ヌートリアは祝園でも発見されている（山村レンジャー） 
・ ヌートリアにおいては侵入の初期段階で「罠」を仕掛けて捕えるのが一番効果

がある。「ヨシの根」を食用とするので自治体も専門家と協力して進めてほしい。

（光田代表） 
   ・八幡市の洛南浄化センターでの場所を活用した環境リサイクルイベントのような

活動をされるレンジャーが誕生すれば良い。（谷口委員） 
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（５）平成２１年度河川レンジャー展開計画についての意見 

     特に意見はなかった。 

                              以 上 
 

 


